
「平城遷都１３００年祭」連携事業 宗吉瓦窯跡史跡公園（仮称）整備事業記念行事

「持統天皇と日本の古代国家」
古
代
の
大
事
件
、「
大
化
の
改
新
」
を
断
行
し
た
天
智
天
皇
の
子
と
し
て

父
の
弟
、
天
武
天
皇
の
皇
后
と
し
て

女
性
天
皇
と
し
て

多
く
の
困
難
や
悲
劇
を
の
り
こ
え

西
暦
６
９
４
年
、
日
本
最
初
の
都
『
藤
原
京
』
を
建
設
し

古
代
の
法
律
　
大
宝
律
令
を
制
定
し

古
代
日
本
を
一
流
国
家
に
つ
く
り
あ
げ
た
持
統
天
皇
の
生
涯
と

藤
原
宮
に
瓦
を
供
給
し
た
宗
吉
瓦
窯
の
謎
に
せ
ま
る
！

古
代
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大
事
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化
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改
新
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天
智
天
皇
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子
と
し
て

父
の
弟
、
天
武
天
皇
の
皇
后
と
し
て

女
性
天
皇
と
し
て

多
く
の
困
難
や
悲
劇
を
の
り
こ
え

西
暦
６
９
４
年
、
日
本
最
初
の
都
『
藤
原
京
』
を
建
設
し

古
代
の
法
律
　
大
宝
律
令
を
制
定
し

古
代
日
本
を
一
流
国
家
に
つ
く
り
あ
げ
た
持
統
天
皇
の
生
涯
と

藤
原
宮
に
瓦
を
供
給
し
た
宗
吉
瓦
窯
の
謎
に
せ
ま
る
！

シンポジウムを
開催します

せんとくん
平成遷都１３００年祭
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宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
（
仮
称
）
が
来
年
度

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
宗
吉
瓦
窯
で
焼
い
た
瓦
は
、

持
統
天
皇
が
作
っ
た
藤
原
宮
に
運
ば
れ
、
平
城

京
に
も
転
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
平
城

遷
都
１
３
０
０
年
祭
」
の
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
、
宗
吉
瓦
窯
跡
と
関
係
の
深
い
持
統
天
皇

を
取
り
上
げ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
古
代
史
の
専
門
家
を

中
心
と
す
る
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、
横
山
市
長

と
古
代
の
ロ
マ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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調
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千
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▲現在整備中の展示・ガイダンス施設

全国最大規模の１７号窯全国最大規模の１７号窯

（現地説明会の様子）（現地説明会の様子）
▲藤原宮用に作られた瓦

（１５・１６号窯間出土）
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